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第 7 章では、以上の結果を踏まえ、 1) インクルーシブ教育システムに位置づいた、通常学級で
の学習や生活に困難を抱える子どもたちのあらゆる教育的ニーズ、に対応した特別支援学級、 2) 生






























慮した特別支援学級、 iii) 交流・共同学習を促進する特別支援学級、 iv) 校長のリーダーシップによ
るインクルーシブな学校づ、くりの中核を担う特別支援学級、 v) 特別支援学校とともに地域を支援
する特別支援学級、の 5 点、を今後の特別支援学級の在り方として提案した。
教情 23
審査の結果、本研究が、通級や通常学級の担任教諭の意識・認識の検討、児童生徒本人や保護
者の意識・認識の検討、論理展開等、いくつかの課題を残しながらも、 a) 特別支援学級担任教諭
で、あっても地域の諸機関との連携・交流に関する意識は小・中学校聞に隔たりがあること、 b) 特
別支援学級への支援も含めた地域におけるセンター的機能を果たす特別支援学校の教諭に地域の
学級について知らない、知る機会も少ないという課題があること等を明らかにしたこと、 c) 特別
支援学級への教員配当基準を支援学校に準じたものにするとともに特別支援教育支援員も活用し、
障害の重い児童生徒も含めて特別支援を必要とする全ての児童生徒への支援を特別支援学級が行
うべきであること、 d) 日本にインクルーシブ教育システムを実現する際の中心的機能を特別支援
学級が担うという可能性を示したことが高く評価された。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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